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平塚北ロータリークラブ 

会長 相原 清 

「球際」に強く 

 

平塚ジュニアテニストーナメントの開催おめでとうございます。当クラブとしても、2 年

ぶりにご支援の機会を得、嬉しい限りです。 

人気アニメ「エースを狙え！」（古いですねぇ）の主人公ばりに、鮮やかに決めるサービス・

エース。格好いいですね。 

でも、私がより釘づけになるのは、コートの隅に突き刺さるボールを、身を挺するように

して打ち返すリターンや、ネットを挟んだボレーの応酬です。「球際（たまぎわ）の攻防」

と言ったらいいのでしょう。 

 勝敗を分けるギリギリの局面が球際。球際に強くなるには、技術や体力もさることなが

ら、眼前のボールに対してどこまで粘るか、です。「あっ、だめだ」と簡単に見切るのでは

なく、「あきらめず、一歩前へ踏み込む」――。そんな姿を人の生き方に重ねた時、私たち

は大きな感動を覚えます。 

テニスって、やっぱり素敵ですね。 

選手の皆さん、これまで蓄えた力を一気に爆発させて、一歩前へ！期待しています。 

 

 

2021～22年度国際ロータリーのテーマ 

「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」 

 

 

 

あなたの言動は、 

 

１．  真実かどうか  

２．  みんなに公平か  

３．  好意と友情を深めるか  

４．  みんなのためになるか  

 

考えて行動しよう 

（国際ロータリークラブ標語より） 
 

ロータリークラブは若いあなたたちの将来を期待しています。 

平塚北ロータリークラブ 

  

 


